
資料６ 

 

外部機関による参考資料 

 

 

大阪府国民健康保険団体連合会 

・苦情から見えてくるサービスの質の改善・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５７ 

・Ｏｈ！Ｓｈｉｅｎ（インターネット情報公開支援サービス）・・・・・・・・・・・１５８ 

 

大阪法務局 

・みんなの人権１１０番への情報提供・・・・・・・・・・・・・・・・・１５９～１６０ 

 

大阪労働局 

・介護労働者の労働条件の確保・改善のポイント・・・・・・・・・・・・１６１～１７０ 

・大阪府の最低賃金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７１ 

・社会福祉施設の労働災害対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７２ 

・職場における新型コロナウイルス感染症対策・・・・・・・・・・・・・１７３～１７４ 
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「苦情から見えてくるサービスの質の改善について」 

大阪府国民健康保険団体連合会

◎苦情に繋がらないために 

（「サービスの提供の記録」に関して、日ごろの苦情相談業務を通して見えてきたこと） 

●サービスの提供の記録には、全て意味があります。 

↓ 

それでは、サービス提供の記録は、何のためのものでしょうか 

↓ 

例をご覧ください。 

（例）◆通所介護サービス 

・家族から「利用者は、足の運びが悪いため、入浴時は、特に声かけや見守りに気をつけてほしい。」と要望を聞い

ていた。 

後日、利用者は、入浴中に足を滑らせて転倒した。 

・家族から、説明を求められた時に、 

サービスを提供した記録がない場合 

・職員が利用者に、どのように声かけや見守りをされていたか分からない 

・見守りをしていた利用者の入浴の様子や転倒した状況（いつ、どこで、何がきっかけで）が分からない 

・利用者の転倒後の状態が分からない など 

（対応） 

・記憶で家族へ説明をすることになり、職員によってまちまちな対応となる。 

（結果） 

・家族に不信感を抱かせ、苦情に繋がる。 

●記録は、利用者に関わる情報伝達を統一するためです。口頭による伝達では、個人の記憶に残るだけで、関わ

る人たちで共有する情報にくいちがいが起きたり、忘れたりということがあります。 

（例）のようにならないためにも、サービスの提供の記録が必要です。以下の運営基準を遵守してください。 

 

（参考） 

平成 31年度国保連合会苦情相談・苦情申立件数 

苦情相談 288件  苦情相談：電話や来会等で助言や情報提供等を行ったもの。 

苦情申立 ３件  苦情申立：苦情申立書を受けたもの。 

計 291件  

・「運営基準」厚生省令第 37号「通所介護」参照 

＜サービスの提供の記録について＞ 

第 19 条 指定通所介護事業者は、指定通所介護を提供した際には、当該指定通所介護の提供日及び内容、当該指定通所介護について法第 41 条第６項

の規定により利用者に代わって支払を受ける居宅介護サービス費の額その他必要な事項を、利用者の居宅サービス計画を記載した書面又はこれに準

ずる書面に記載しなければならない。 

２  指定通所介護事業者は、指定通所介護を提供した際には、提供した具体的なサービスの内容等を記録するとともに、利用者からの申出があった場合

には、文書の交付その他適切な方法により、その情報を利用者に対して提供しなければならない。 
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●「Ｏｈ!Ｓｈｉｅｎについて」 

 

 

●「介護給付費等請求に係るエラーコード対応マニュアルについて」 
本会が通知している「請求明細書・給付管理票返戻（保留）一覧表」において特に件数の多いエラーの説明 

と対応方法を取りまとめたマニュアルを、本会ホームページに掲載しておりますので、併せてご活用ください。 

 【取得方法及びマニュアル例】 

  介護保険事業所等の皆様 → 審査関連（エラーコード表等） → 介護給付費等請求に係るエラーコード対応マニュアル 

 
大阪府国民健康保険団体連合会 介護保険室介護保険課 

TEL：06-6949-5446 FAX：06-6949-5417 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査関連（エラーコード表等） 

介護保険事業所等の皆様 

取得 
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人
権
擁
護
委
員
は
，全
国
す
べ
て
の
市
町
村
に
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
，日
常
生
活
に
埋
も
れ
て
い
る
人
権
問
題
を

す
く
い
上
げ
る
た
め
に
，市
町
村
長
の
推
薦
を
受
け
，法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
人
権
問
題
の
解
決
に
は
き
め
細
か
な
支
援
が
大
切
で
す
の
で
，

人
権
擁
護
委
員
に
は
，色
々
な
経
歴
を
持
っ
た
人
が
就
任
し
て
い

ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
は
，昭
和
２３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
，歴

史
あ
る
制
度
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
，人
権
尊
重
の
理
念
を
国
民
に
広
め
る
た

め
，法
務
局
職
員
と
共
に
人
権
相
談
や
救
済
の
た
め
の
活
動（
こ

の
リ
ー
フ
レ
ット
の
説
明
参
照
）を
す
る
ほ
か
，人
権
教
室
や
講
演

会
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
啓
発
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
の
制
度
は
，民
間
の
人
が
国
と
一
体
と
な
っ

て
，人
権
を
守
る
制
度
な
の
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
，そ
の
職
務
を
行
う
時
，必
ず
き
章（
バ
ッ

ジ
）を
着
け
て
い
ま
す
。

　
き
章
(バ
ッ
ジ
）の
デ
ザ
イ
ン
は
，外
枠
が「
か
た
ば
み
」の
葉
で
，

中
が
菊
型
の「
人
」の
字
で
す
。こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
，地
を
這
っ

て
広
が
る「
か
た
ば
み
」の
よ
う
に
，人
権
尊
重
思
想
が
広
が
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

1
ど
ん
な
人
？

私
た
ち
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

2
ど
ん
な
制
度
？

3
委
員
の
願
い

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
，活
動
す
る
民
間
の
方
々
で
す
。

か
た
ば
み

き
章

“
人
権
擁
護
委
員
”は
,

　
　
あ
な
た
の
街
の
相
談
パ
ー
ト
ナ
ー

05
70
-0
03
-1
10

01
20
-0
07
-1
10

05
70
-0
70
-8
10

み
ん
な
の

人
権
11
0番

こ
の
電
話
は
お
か
け
に
な
っ
た
場
所
の
最
寄
り
の
法
務
局・
地
方
法
務
局
に

つ
な
が
り
ま
す
。

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8時
30
分
～
午
後
5時
15
分（
全
国
共
通
）　

●
一
部
の
IP
電
話
等
か
ら
は
御
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話
で
す
。

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
は
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
。

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8時
30
分
～
午
後
5時
15
分

　
　
　
　
　
　（
全
国
共
通・
通
話
料
無
料
）

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

子
ど
も
の

人
権
11
0番

ぜ
ろ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ぜ
ろ
な
な

の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の
専
用
相
談
電
話
で
す
。セ
ク
ハ
ラ
や
Ｄ
Ｖ
な
ど
の

女
性
の
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
は
こ
ち
ら
へ
ど
う
ぞ
。

●
受
付
時
間
　
平
日
午
前
8時
30
分
～
午
後
5時
15
分（
全
国
共
通
）

●
一
部
の
IP
電
話
等
か
ら
は
御
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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へ
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の
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談

は
な

ん
で

も

学
校

で
の

い
じ

め
、

虐
待

な
ど

子
ど

も
に

関
す

る
相

談
は

こ
ち

ら

職
場

で
の

セ
ク

ハ
ラ

、
家

庭
内

暴
力

な
ど

女
性

に
関

す
る

相
談

は
こ

ち
ら

＊
端
末
の
環
境
に
よ
り
、
御
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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。
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う
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か
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じ
ん

じ
ん

わ
た
し

は
な

じ
ん

け
ん

ま
ち

じ
ん
け
ん
よ
う
ご
い
い
ん

ほ
う
む
だ
い
じ
ん

い
し
ょ
く

み
ん
か
ん

ひ
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せ
い

ど

ね
が

い
い
ん
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う

だ
ん

よ
う

ご
い
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ん

け
ん

そ
う
だ
ん

け
ん
そ
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だ
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●
法
律
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
、悩
み
事
を
解
決
す
る
上
で
、よ

り
専
門
的
な
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

●
関
係
す
る
方
々
の
間
に
入
っ
て
、中
立
な
立
場
か
ら
話
し
合
い
を
仲

介
し
ま
す
。

●
事
実
関
係
を
調
査
し
た
上
で
、人
権
侵
害
を
し
た
人
に
対
し
、そ
の
行

為
を
や
め
る
よ
う
注
意
し
ま
す
。

※
人
権
擁
護
委
員
と
は
、法
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
、

約
14
,0
00
名
が
全
国
の
市
町
村

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※

こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
り
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
こ
と
を
感
じ
た
り
、

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
皆
様
の
訪
問
先
の
家
庭
な
ど
で
、高
齢
者
や

障
害
者
に
対
す
る
い
じ
め
、い
や
が
ら
せ
、虐
待

な
ど
の
問
題
が
起
き
て
い
る
の
で
は
…
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
皆
様
が
訪
問
介
護
中
に
、い
じ
め
、い
や
が
ら

せ
、虐
待
な
ど
が
疑
わ
れ
る
事
案
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
ら
、み
ん
な
の
人
権
11
0番
（
裏
面
）ま

で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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社
会
福
祉
施
設
で
働
く
み
な
さ
ま

労
働
災
害
の
現
状

○
⾼
年
齢
ほ
ど
発
⽣
率
が
⾼
い

○
と
く
に
⼥
性
で
顕
著

0
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性
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0
.2

0

0
.4

0

0
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0
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0

1
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0

1
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0

社
会
福
祉
施
設

全
産
業

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る

転
倒
災
害
千
⼈
率
（
性
別
・
年
齢
別
）

○
他
産
業
と
⽐
較
し
て
全
世
代
で
⾼
い

○
1

9
歳
以
下
で
は
他
の
産
業
の
約
５
倍
！

災
害
の
原
因
は
「
転
倒
」
「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
（
腰
痛
等
）
」
が
半
数
以
上
！

そ
の
他
は
「
墜
落
・
転
落
」
、
「
交
通
事
故
（
道
路
）
」
、
「
激
突
」
等
も

近
年
、
労
働
災
害
全
体
の
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

社
会
福
祉
施
設
に
お
い
て
は
未
だ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す

＜
過
去
４
年
間
の
５
⽉
時
点
で
の
死
傷
災
害
者
数
の
推
移
＞

・
令
和
元
年
の
死
傷
者
数
は
、

前
年
⽐
５

.２
％
増
加

・
令
和
２
年
５
⽉
の
死
傷
者
数
は
、

前
年
同
期
⽐
８

.８
％
増
加

み
な
さ
ん
の
職
場
は
安
全
で
し
ょ
う
か
？

今
⼀
度
、
安
全
衛
⽣
対
策
を
⾒
直
し
ま
し
ょ
う
！
（
裏
⾯
へ
）

厚
⽣
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

動
作
の
反
動
・
無
理
な
動
作
（
腰
痛
等
）

災
害
千
⼈
率
（
年
齢
別
）

動
作
の
反
動
・

無
理
な
動
作

（
腰
痛
等
）

転
倒

（
⼈
）

（
⼈
）過
去
４
年
間
の
死
傷
災
害
者
数
（
休
業
４
日
以
上
）

及
び
死
傷
年
千
⼈
率
の
推
移

急
増
！

8
,2

8
1

1
0

,0
4

5

7
0

7
7

3
2

8
2

4
9

2
0

8
6

0
1

0
4

5
8

6
3

9
6

1

0

5
0

0

1
0

0
0

1
5

0
0

2
0

0
0

2
5

0
0

3
0

0
0

平
成

2
9
年
平
成

3
0
年
令
和
元
年
令
和
２
年

2
,3

4
9

2
,7

6
2

死
傷
年
千
⼈
率

8
,7

3
8

墜
落
・
転
落

交
通
事
故

激
突

そ
の
他

2
,5

4
3

2
,5

3
8

労
働
災
害
の
危
険
性
は
、
日
々
の
作
業
に
潜
ん
で
い
ま
す

新
規
⼊
職
者
は
も
ち
ろ
ん
、
経
験
年
数
が
多
い
方
も
日
頃
の
作
業
方
法
を
⾒
直
し
ま
し
ょ
う

無
理
な
体
勢
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
や

リ
フ
ト
の
使
⽤

腰
に
負
担
が

か
か
ら
な
い
姿
勢 歩
き
方
を
⼯
夫
す
る

・
前
を
向
く

・
斜
め
後
ろ
か
ら
⽀
え
る

床
が
濡
れ
て
い
た
ら

す
ぐ
に
拭
き
取
る

転
倒
の
危
険
性
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

腰
痛
予
防

気
づ
か
な
い
間
に

腰
に
負
担
が
・
・

改
善
！

転
倒
予
防

「
職
場
の
危
険
の
⾒
え
る
化
（
⼩
売
業
、
飲
⾷
業
、
社
会
福
祉
施
設
）
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m

h
lw
.g
o
.j
p
/c
o
n
te
n
t/
1
1
3
0
0
0
0
0
/m

ie
ru
k
a
.p
d
f）

「
⾼
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）

（
h
tt
p
s:
//
w
w
w
.m

h
lw
.g
o
.j
p
/c
o
n
te
n
t/
1
1
3
0
0
0
0
0
/0
0
0
6
2
3
0
2
7
.p
d
f）

改
善
！

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に

リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
ま
す
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感
染
症
対
策
実
施
の
た
め

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
︕

■
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
ま
ず
次
に
⽰

す
〜
取
組
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜
が
実
施
で
き
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■
〜
取
組
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜
は
感
染
防
⽌
対
策
の
基
本
的
事
項
で
す
の
で
、
未
実

施
の
事
項
が
あ
る
場
合
に
は
、
「
職
場
に
お
け
る
感
染
防
⽌
対
策
の
実
践
例
」
を

参
考
に
職
場
で
の
対
応
を
検
討
の
上
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

■
厚
生
労
働
省
で
は
、
職
場
の
実
態
に
即
し
た
、
実
行
可
能
な
感
染
症
拡
⼤
防
⽌
対
策
を
検

討
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
⼤

を
防
⽌
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す
る
際
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
職
場
に
お
け
る
感
染
防
⽌
対
策
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
都
道
府
県

労
働
局
に
設
置
さ
れ
た
「
職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
⼤
防
⽌

対
策
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

R3
.２

都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

事
業
者
の
皆
さ
ま
、
労
働
者
の
皆
さ
ま
へ

取
組
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

実
施
で
き
て

い
れ
ば
☑

取
組
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

□
テ
レ
ワ
ー
ク
・
時
差
出
勤
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

□
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
⼈
が
気
兼
ね
な
く
休
め
る
ル
ー
ル
を
定
め
、
実
行

で
き
る
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
ま
す
。

□
職
員
間
の
距
離
確
保
、
定
期
的
な
換
気
、
仕
切
り
、
マ
ス
ク
徹
底
な
ど
、

密
に
な
ら
な
い
⼯
夫
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
休
憩
所
、
更
衣
室
な
ど
の
“場

の
切
り
替
わ
り
”や

、
飲
⾷
の
場
な
ど

「
感
染
リ
ス
ク
が
⾼
ま
る
『
５
つ
の
場
⾯
』
」
で
の
対
策
・
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
⼿
洗
い
や
⼿
指
消
毒
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
、
複
数
⼈
が
触
る
箇
所
の
消
毒

な
ど
、
感
染
防
⽌
の
た
め
の
基
本
的
な
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
積
極
的
な
活
用
に
つ
い
て

�
厚
生
労
働
省
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
支
援
、
労
働
時

間
管
理
の
留
意
点
等
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
さ
ら
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
⼊
に
あ
た
っ
て
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
等
を
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
し
、
周
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
こ
う
し
た
施
策
も
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
職
場
や
通
勤
で
の
感
染
防
⽌
の
た
め
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は

厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

職
場
に
お
け
る
感
染
防
⽌
対
策
の
実
践
例

○
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
⼈
が
気
兼
ね
な
く
休
め
る
ル
ー
ル

�
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応

手
順
を
定
め
、
社
内
イ
ン
ト
ラ

ネ
ッ
ト
や
社
内
報
で
共
有
し
た
。

[手
順
]

①
感
染
リ
ス
ク
の
あ
る
社
員
の

⾃
宅
待
機

②
濃
厚
接
触
者
の
把
握

③
消
毒

④
関
係
先
へ
の
通
知
な
ど

手
順
全
⽂
は

（
独
）
労
働
者
健
康
安
全
機
構

⻑
野
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
⼿
順
の
作
成
（
製
造
業
）

サ
ー
マ
ル
シ
ス
テ
ム
の
導
⼊
（
社
会
福
祉
法
⼈
）

�
サ
ー
マ
ル
シ
ス
テ
ム
を
施
設
受

付
⼊
⼝
に
設
置
し
、
検
温
結
果

が
37
.5
℃
以
上
の
者
の
⼊
場
を

禁
⽌
し
て
い
る
。

�
本
シ
ス
テ
ム
で
は
、
マ
ス
ク
の

着
用
の
検
知
を
行
い
、
マ
ス
ク

の
未
着
用
者
に
は
表
⽰
と
⾳
声

で
注
意
喚
起
を
行
う
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。

○
密
と
な
ら
な
い
⼯
夫

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
対
策
（
建
設
業
）

�
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

無
線
機
を
導
⼊
し
、

社
員
同
⼠
や
作
業
従

事
者
と
の
会
話
に
活

用
。
３
密
を
避
け
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
よ
う
に
し

た
。

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
説
明
会
の
開
催
（
そ
の
他
の
事
業
）

�
W
EB

⽅
式
と
対
⾯

⽅
式
併
用
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
の
説
明
会
を

開
催
し
た
。

�
対
⾯
で
の
参
加
者
に

対
し
て
も
、
席
の
間

隔
を
空
け
る
、
机
に

ア
ク
リ
ル
板
を
設
置

す
る
な
ど
の
対
策
を

行
っ
た
。
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社
員
⾷
堂
で
の
対
策
（
製
造
業
）

�
社
員
⾷
堂
の
座
席

レ
イ
ア
ウ
ト
を
変

更
し
、
テ
ー
ブ
ル

の
⽚
側
の
み
使
用

可
と
し
た
。

�
ま
た
、
混
雑
緩
和

の
た
め
に
、
昼
休

み
を
時
差
で
と
る

よ
う
に
し
た
。

○
感
染
リ
ス
ク
が
⾼
ま
る
「
５
つ
の
場
⾯
」
を
避
け
る
取
り
組
み

※
職
場
で
は
、
特
に
「
居
場
所
の
切
り
替
わ
り
」
（
休
憩
室
、
更
⾐
室
、
喫
煙
室
な
ど
）
に
注
意
が
必
要

休
憩
所
で
の
対
策
（
⼩
売
業
） �
休
憩
室
の
机
の
中

央
を
注
意
喚
起
付

き
の
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
区
切
り
、

座
席
も
密
と
な
ら

な
い
よ
う
⼆
⼈
掛

け
に
し
、
対
⾯
と

な
ら
な
い
よ
う
斜

め
に
配
置
し
た
。

職
場
に
お
け
る
感
染
防
⽌
対
策
の
実
践
例

⼊
館
時
の
⼿
指
等
の
消
毒
（
宿
泊
業
）

�
宿
泊
者
と
従
業
員

の
感
染
防
⽌
の
た

め
、
ホ
テ
ル
⼊
⼝

の
消
毒
液
設
置
場

所
に
、
靴
底
の
消

毒
の
た
め
の
マ
ッ

ト
を
設
置
し
た
。

○
感
染
防
⽌
の
た
め
の
基
本
的
対
策

複
数
⼈
が
触
る
箇
所
の
消
毒
（
製
造
業
）

�
複
数
⼈
が
触
る
可

能
性
が
あ
る
機
械

の
ス
イ
ッ
チ
類
を

定
期
的
に
消
毒
す

る
こ
と
を
徹
底
し

た
。

○
そ
の
他
の
取
り
組
み

�
建
設
現
場
に
⼊
場
す
る
外
国

⼈
向
け
安
全
衛
生
の
資
料
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
注
意
点
を
外
国
語
に
翻

訳
し
た
も
の
を
掲
載
し
、
周

知
徹
底
を
図
っ
た
。

外
国
⼈
労
働
者
へ
の
感
染
防
⽌
対
策
の
周
知
（
建
設
業
）

職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
⼤
を
防
⽌
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

職
場
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
⼤
防
⽌
対
策
相
談
コ
ー
ナ
ー
連
絡
先

�
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
感
染
症
対
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
、
職
場
の
実
態
に
即
し
た
対
策
を

労
使
で
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
⽬
的
と
し
た
も
の
で
す
。

�
職
場
で
の
対
策
が
不
⼗
分
な
場
合
や
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
感
染
症

対
策
の
実
践
例
を
参
考
に
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

�
項
⽬
の
中
に
は
、
業
種
、
業
態
、
職
種
な
ど
に
よ
り
対
応
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
べ

て
の
項
⽬
が
「
は
い
」
に
な
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
対
策
が
不
⼗
分
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

可
能
な
項
⽬
か
ら
⼯
夫
し
ま
し
ょ
う
。

�
職
場
の
実
態
を
確
認
し
、
全
員
（
事
業
者
と
労
働
者
）
が
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
継
続
し
て
、
実
施

い
た
だ
く
こ
と
が
⼤
切
で
す
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

厚
生
労
働
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

平
⽇
（
⽉
〜
⾦
曜
⽇
）

午
前

8:
30
〜
午
後

5:
15

受
付
時
間

※
雇
用
調
整
助
成
⾦
の
特
例
措
置
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら

＜
学
校
等
休
業
助
成
⾦
・
⽀
援
⾦
、
雇
用
調
整
助
成
⾦
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
＞

０
１
２
０
－
６
０
－
３
９
９
９
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